
エレクトロクロミック・ディスプレイエレクトロクロミック・ディスプレイ
Electrochromic Displays

　新緑から褐色へと表情を変えていく葉っぱ。 実はこれ、 ディスプレイなんです。 樋口昌芳博士が設計した、 電気を流
すと色が変化していくポリマーでできています。
　注目はなんといっても、 “じわじわ”と変わりゆく色のにじみ
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。 ピクセルがきっちり並ぶ液晶ディスプレイとは違って、 ポ
リマーの中には色の変化を担うイオンがあちらこちらに散らばっているから、 ホンモノの葉っぱさながらに“じわじわ”紅
葉していきます。 しかも、 ポリマーから電極まで柔らかい材料を組み合わせてできているので、 折り曲げたり穴をあけた
りと加工性もバツグン。 アート界も大注目の材料です。

ナノファイバーメッシュナノファイバーメッシュ
Nanofiber Mesh

　がん細胞の苦手なものといえば「抗がん剤」と「熱」。 抗がん剤をゆっくり“じわじ
わ”与えると同時に、 一定の温度で一定の時間“じわじわ”加熱していくことで、 副作
用を抑えつつ、がん細胞を激減させることができると分かっています。 　
　それを手軽に施すことができるのが、 荏原充宏博士が開発中の“貼るがん治療
薬”です。 使いかたは簡単。 手術で患部に直接貼りつけたら、あとは治療したいとき
に体の外から磁力をかけるだけ。 するとシートが熱を帯び、 がん細胞を“じわじわ”
温めると同時に、抗がん剤を“じわじわ”放出しはじめます。
　そのヒミツは「スマートポリマー」という特殊な糸。 糸には、 磁力に反応して熱くな
るナノ粒子が封じこめてあり、 さらに、 糸自体も熱に応じて収縮して、 抗がん剤を放
出するように設計してあるのです。

わずかな電気を流すだけで色がゆっくり変化していき、逆向きに電気を流すともとの色に。
電気を切ると色づいた状態がキープできる。 多摩美術大学、早稲田大学と共同で開発。
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温泉ガス放出パッチ温泉ガス放出パッチ
Gas Releasing Patches

　温泉特有のニオイのもと、硫化水素（H2S）ガスは、皮膚炎や高血圧に効能を発
揮します。 でも、一度にたくさん吸うと中毒を起こす危険も……。 まさに、薬と毒は
紙一重。 これを安心して医療に使うには、 低濃度のガスを少しずつ“じわじわ”患
部に届ける方法が必要です。
　その点、 石原伸輔博士と井伊伸夫博士が開発した「ガス放出パッチ」は、 密封
袋から取りだすと、適切な濃度のH2Sガスの放出が“じわじわ”つづく優れモノ。 ガ
スのもとを封じこめた「粘土」が空気と反応して、 H2Sガスを放出していきます。 使
い捨てカイロのようにいつでも手軽に使える、 このパッチ。 今、 医療機関との共同
開発が進んでいます。 近い将来、 この“じわじわ”粘土によって、 ガスによる医療は
ぐっと身近なものになるに違いありません。
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詳しい研究内容は→→『NIMS NOW vol.20 no.3 粘土の快進撃』 p10

合成した粘土の粉体（右）とガス放出パッチ（左）。
粘土の設計次第で、ガスの濃度と放出量をコントロールできる。

ディスプレイの構造 樋口博士が設計
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